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＜H9-4-A：問題＞ 

次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施する平板測量における留意点につ

いて述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

 

１．致心については、地上点とそれに対応する平板上の点を図の縮約によって定まる許容

範囲内に位置づける。 

２．定位についてはなるべく遠い基準点を視準する。 

３．整置においては、アリダードの水準器を用いて平板の上面を水平にする。 

４．アリダードを使用する場合は、水準器軸が定規の底面に垂直であるかを事前に点検調

整する。 

５．アリダードを使用する場合は、両視準板が定規の底面に直交であるかを事前に点検調

整する。 
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＜H9-4-A：解答＞ 

 問題各文について見ると次のようになる。 

 

１．写真製版と違って、平板上での測図はあまり細かいことはできない。通常は 0.2ｍｍ

以内の範囲と規定されているが、小縮尺のときはこの範囲が緩和されている。よって

問題文は正しい。 

 

２．平板の定位にはなるべく遠い基準点を使う。むやみに遠ければよいわけでもなく、視

準糸との兼合いで、４級基準点の標準距離である 50ｍからその２倍の 100ｍ程度まで

が適当である。よって問題文は正しい。 

 

３． 通常はアリダードの気泡管によって整置する。よって問題文の通り。なお、平板の機

種によってはＴ型気泡管が付属していてこれで行うこともあるが、最後には必ずアリダー

ドの気泡管で微調整する。アリダードよりも気泡感度が鈍い整置専用のものだからである。 

 

４．水準器軸は定規の底面に平行でなければ、平板上面を水平にできない。よって問題文

は間違い。 

 

５．両視準板は定規の底面に垂直でなければならない。問題文では「直交」となっている

が正しい表現と言える。 

 

解答 ４ 
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＜H9-4-B：問題＞ 

 縮尺 1/500 地形図を作成するための平板測量において、アリダード及び巻尺を用いて傾

斜が一様な土地の 2 地点間の傾斜角及び斜距離を測定したところ、傾斜角の分画は-10.0

分画、斜距離は 36.00ｍであった。この２地点間の水平距離はいくらか。最も近いものを

次の中から選べ。 

 ただし、√1.01＝1.005 とする。なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使

用すること。 

 

１．35.4ｍ ２．35.6ｍ ３．35.8ｍ ４．36.0ｍ ５．36.2ｍ 
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＜H9-4-B：解答＞ 

 平板による距離測量についての問題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 上図のような三角形の相似をイメージする。 

 斜距離に相当する分画をピタゴラスの定理により算出し、その比から算出する。 

1002＋(－102)＝10100・・・・√1.01＝1.005 から 100.5 分画である。  

 36.00ｍ×100.0 分画/100.5 分画＝35.82･･･ｍ≒35.8ｍ 

※単純な比例であるから直感的に 36.00ｍを 1.005 で割ってもよい。 

解答 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜距離36.00ｍ

100 分画 

ｎ＝－10.０分画 

 

水平距離？ 
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＜H9-4-C：問題＞ 

次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施するトータルステーションやＧＰ

Ｓ測量機を用いた地形測量について述べたものである。間違っているものはどれか。次の

中から選べ。 

１．平板測量に必要な基準点は、トータルステーションやＧＰＳ測量機を用いて設置する

ことができる。 

２．トータルステーションを用いて地形・地物を測定する場合は、放射法を用いることが

できない。 

３．トータルステーションを用いた地形測量では、現地で地形・地物を測定して、数値デ

ータを取得することができる。 

４．トータルステーションを用いる場合は、視準する目標物との視通が必要である。 

５．ＧＰＳ測量機を用いる場合は、衛星からの電波を確実に受信するため、上空視界を確

保しなければならない。 
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＜H9-4-C：解答＞ 

 問題各文についてみてみると、次のようになる。 

 

１．平板測量以上の精度を確保できる方法であるならば、ＴＳ・ＧＰＳを問わずに設置す

ることができる。よって問題文は正しい。 

 

２．トータルステーションは距離と角度の測定を１視準で行い、かつ自動的に記録できる

ものであるから、もっぱら放射法を用いることになる。よって問題文は間違い。 

 

３．現地で取得した数値データから直接図面を展開できる。問題文は正しい。 

 

４．ＴＳでは視通できないものを測定することはできない*。よって問題文の通り。 

 

５．問題文の通り。 

* 間接測高という方法で、直接反射鏡を設置できないようなところでも標高を求めることは

ある。 

 

解答 ２ 
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＜H9-4-D：問題＞ 

次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施するディジタルマッピングにおけ

る数値図化及びそれに使用する機器について述べたものである。間違っているものはどれ

か。次の中から選べ。 

                

１．座標読取装置付きアナログ図化機では、実体視することなく数値化を行うことができ

る。 

２．解析図化機では、描画台がなくても数値化を行うことができる。 

３．解析図化機は、Ｘ、Ｙ、及びＺの座標値を同時に取得することができる。 

４．数値化で得たＸ、Ｙ、及びＺの座標値に分類コードを付加することにより、項目を取

捨選択してディスプレイ上に容易に表示できる。 

５．数値図化で取得したＸ、Ｙ、及びＺの座標値並びに分類コードは、電子記憶媒体に格

納できる。 
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＜H9-4-D：解答＞ 

 問題文は地形測量における数値図化についての出題である。 

問題各文について見ると、次のようになる。  

 

１．アナログ図化機はオペレータが実体視を行い描画台に展開した素図によって座標読取

りを行う。実体視を行わずには不可能である。よって問題文は間違い。 

 

２．解析図化機はリアルタイムで座標値が画面に表示される。よって問題文は正しい。 

 

３．解析図化機には要求機能に合わせた多くの機種があるが、共通することはモデル上の

１点を指示するだけで、３次元の座標値を取得できることである。よって問題文は正

しい。 

 

４．数値図化では３次元の座標値それぞれに分類コードを与えることも可能である。これ

によって個別の項目を取捨選択可能して容易に表示・編集することができるようにな

る。よって問題文は正しい。 

 

５． 数値図化によってデータを劣化させることなく保存できる。従来、紙に依存していた

情報も格納することができるのである。よって問題文は正しい。 

解答 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


